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研究成果の概要： 
 CAD/CAMによる全部床義歯の作製を可能とするために、マシニングセンタによる切削
加工により全部床義歯を作製し、その加工精度を検証した。マシニングセンタによる加工
精度は高く、CAD/CAMを応用することにより使用可能な全部床義歯が作製可能であるこ
とが示唆された。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,800,000 0 1,800,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,000,000 360,000 3,360,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・補綴系歯学 
キーワード：有 
 
１．研究開始当初の背景 
 高齢者の多くは義歯を装着しており、新義
歯製作の際には、少なく見積もっても１０回
以上の通院が必要となり、大きな身体的負担
となっている。義歯製作の技工行程は３０年
来変わることがなく、煩雑なものである。こ
の行程の省力化と高齢者の通院回数の削減
は補綴専門医に課せられた使命である。 
 また、現在使用されているアクリル系レジ
ンによる義歯は、高齢義歯装着者において細
菌の温床と化していることがあり、細菌性の
誤嚥性肺炎の原因となっている。特に寝たき
りの超高齢者は易感染性であり、通常の義歯

使用者では問題とならない程度の細菌や、特
にカンジダ菌などでも容易に感染する。現在
多用されているアクリル系床用レジンは耐
汚染性に優れた材料であるとはいえず、この
性質に優れた材料の使用が望まれている。 
これらの問題を解決する可能性を有する造
型技術に精密切削加工ＣＡＤ／ＣＡＭがあ
る。この手法は工業界、特に自動車産業にお
いては実用化が進んでおり、マスターモデル
製作の効率化に大きく貢献している。歯科分
野においては、ＣＡＤ／ＣＡＭによる製作シ
ステムにより、セラミック修復物などの固定
性補綴物が製作されている。一方、可撤性義
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歯製作のための研究はほとんど行われてお
らず、実用化には至っていない。可撤性義歯
の中で、特に総義歯に限る場合、使用中の義
歯を改造し、テッシュコンディショニングに
より動的印象採得をする。これにより得られ
た義歯の３次元的形態をスキャニングし、Ｃ
ＡＤデータとし、そのデータを元に床用材料
を切削加工する。これにより２回の来院で義
歯を製作することが可能となる。 
 また、現在使用されているアクリル系レジ
ンは成形性の良さから使用されているが、こ
の切削加工による製作法であれば、これまで
成形できなかった耐汚染性が優れた材料を
適用することが可能になると考えられる。近
年欧米で使用が開始されたエンジニアリン
グプラスチックはアクリル系レジンと比較
し耐汚染性に優れた材料である。この材料を
床用材料として使用することにより、義歯が
細菌の温床となることを防止することが可
能になる。 
 これまでＣＡＤ／ＣＡＭ技術を応用し義
歯作製を試みた研究はある（前田ら Int J 
Prosthodont 2004）が、アクリルを切削し、
その精度や物性を検証したものはない。 
 そこで我々はＣＡＤ／ＣＡＭ技術を応用
した以下のような全部床義歯作製法を考案
した。 
1．旧義歯の粘膜面と咬合面を改良する 
2．改良された旧義歯を、コーンビーム CT を
用いてスキャンする。 
3．スキャンされた３次元データの粘膜面を
利用して、PC 上で義歯形状をデザインする。
なお、この際人工歯は既成人工歯のデータを
利用する。全部床義歯の形態が完成したのち
に、人工歯部のデータのみを消去し、義歯床
のみの３次元データを作製する。 
4．作製された義歯床データに基づき、マシ
ニングセンタを用いて、アクリルレジンを切
削加工し、義歯床を完成させる。 
5．レジンセメントを用いて、義歯床と人工
歯を接着させ、全部床義歯を完成させる。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 上記のＣＡＤ／ＣＡＭ技術を応用した全
部床義歯作製法の確立を研究の目的とした。
本研究では特にマシニングセンタによる全
部床義歯の加工精度を明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 一般的な上顎全部床義歯と人工歯を用意
し、コーンビーム CTを用いてスキャンした。
スキャンしたデータは Dicom データというス
ライスデータとなる。この dicom データを

Dicom viewer にて STL 形式の３D データに変
換した。次に３次元 CAD ソフト（CATIA）を
用い全部床義歯をデザインした。全部床義歯
の３Dデータから床の部分だけのデータを取
り出し、その上に新しく取り込んだ人工歯の
３Dデータを用い、人工歯配列を行った。人
工歯を配列した後、歯肉を形成し、全部床義
歯の形態を完成し、このデータをマスターデ
ータとした。（図 1） 

 図 1．完成されたマスターデータ 
 
 ここから、人工歯のみを差し引いた形状を
作製し、この床のみのデータをもとに３次元
CAM ソフトを用いて、カッティングパスを作
製し，同時５軸 CNC マシニングセンタを用い
て，アクリルレジンを切削加工した。この切
削加工された床に人工歯を接着性レジンセ
メントにて接着させ、全部床義歯を完成させ
た。（図 2） 

 図 2．完成した全部床義歯 
 
 この全部床義歯を３次元デジタイザにてデ
ジタイズし３Dデータを作製した。そして３
次元測定ソフトウェアを用いて、この完成義
歯の３Dデータとマスターデータを重ね合わ
せることにより偏差測定を行った。 
 
４．研究成果 
 粘膜面では偏差は、ほぼ全域において
0.1mm の範囲内であった。研磨面では粘膜面
同様ほぼ全域において 0.1mm の範囲内であっ
た。前歯部唇面では平均 0.3ｍｍの偏差を示
し、右上３部においては最大 1.1mm の偏差で
あった。研磨面では 0.1mm の範囲内であった。
咬合面では切縁部と咬頭頂における平均偏



差は 0.6mm であり、右上６咬頭頂では最大
1.0mm であった。 

 
 
 このことからマシニングセンタの切削加
工精度は非常に高く、研磨面や粘膜面の状態
をみてもそれは明らかである。しかし、人工
歯のような凹凸のある形状のものを適合さ
せるためには、雄部と雌部が全く同じサイズ
のものであるとそれらは適合しない可能性
がある。そのため、床の人工歯接着部に 0.2
ｍｍ程度のオフセットをかけて床の３Dデー
タを作製するとより加工精度が向上すると
考えられる。 
 これらのことから、マシニングセンタによ
りアクリルレジンを切削加工しての全部床
義歯作製は可能であることが示唆された。 
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